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大
阪
・
関
西
万
博
の
開
催

ま
で
1
年
を
切
り
ま
し
た
。

　

あ
の
「
月
の
石
」
か
ら
約
半

世
紀
、
月
で
持
続
的
活
動
を

目
指
す
「
ア
ル
テ
ミ
ス
計
画
」

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
月

面
探
査
か
ら
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス

へ
発
展
し
た
状
況
は
、前
回
の

テ
ー
マ
「
人
類
の
進
歩
と
調

和
」
に
沿
っ
た
も
の
な
の
で

し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
、

主
に
令
和
6
年
度
平
群
町
一

般
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）

に
つ
い
て
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

定
額
減
税
や
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
定
期
予
防
接
種
、

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の

防
除
対
策
事
業
、
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
監
視
カ

メ
ラ
の
修
繕
料
等
で
約
3
億

5
千
万
円
を
追
加
し
ま
す
。

　

宇
宙
計
画
予
算
は
さ
て
お

き
、
私
た
ち
は
こ
れ
ら
の
予

算
が
町
民
の
皆
さ
ま
の
生
活

に
沿
っ
た
も
の
か
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
ま
す
。

山
本　

記

町 の 話 題

6月
定
例
会

　クビアカツヤカミキリ（体長２～4㎝位の黒
色、つやがあり、クビ付近が赤色の特定外来生
物に指定されている昆虫）はサクラ、モモ、ウメ
などバラ科の樹皮の隙間に産卵（1匹の雌が1
本の木に数百個）し、幼虫が樹内部を食害して
枯死に至らせる昆虫です｡（風や雨で倒木の恐
れも大）。被害が全国的に拡がり、奈良県でも
2019年に初確認、以後年々急増。平群では町
道街路樹、河川沿い桜並木、学校・園や町施設
などの被害木は１６０本を超え、深刻です。
　町は今年６月から被害拡大防止対策を本格的
に開始し、７月からは国の特定外来生物防除対
策事業国庫補助金を活用し実施する計画です。
　被害木には「クビアカツヤカミキリ駆除中」
と記されたカードや木札がついていたり、リボ
ンが巻かれていたりしています。幼虫が幹内部
を食い荒らしている証は「フラス」といわれる
茶色の木くず状の物（幼虫の糞と木くずが混
じった物）が木の根元や枝に出ています。
　幼虫は２～３年で羽化、脱出、次の木へと産
卵の旅に出ます。その時期が夏期（５月末～９
月）で、今なんです。

美 し い 桜 を 守 り た い
　担当する住民生活課の井上主幹は「ペットボ
トル（捕殺した虫を入れる）を持って捕殺に回っ
ていると『何しているんですか？』と声かけも多
く、その時は必ず説明し、見つけたら捕殺して
下さいとお願いしています。随分クビアカツヤ
カミキリの認知度が高まり、子ども達も平群小
学校の桜で捕獲してくれたり、下校中の中学生
が見つけてくれたり、中央公園や河川桜並木の
近所の方が役場に連絡くださったりと、多くの
人の目と手をお借りして駆除を進めています。
なんとか桜を守りたいと思っています。６月１
か月の成虫捕殺数は２８３匹になっています」
と熱く語ってくれました。
　天敵もない、成虫の大量退治が困難な昆虫
で、樹内の幼虫退治が最も効果があります。こ
れには樹内にドリルで穴を開けてアンプル状の
薬（高価）を注入しますが、予算に限界があり、
町では樹木医さんの意見を聞いて、注入薬を処
方する木、伐採する木、成虫駆除に効果のある
散布薬のみで様子を見る木に分類し、対応して
いく予定です。 　　　　　　　　　稲月　記

駆
除
の
様
子

木
に
と
ま
る

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ

総合スポーツセンター体育館にて



第３回定例会　こんなことが決まりました
　

第
３
回
定
例
会
は
６
月

11
日
〜
21
日
ま
で
の
11
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

初
日
は
、町
長
提
出
の

４
議
案
が
上
程
さ
れ
、審

議
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
18
・
19
日

に
行
い
、10
名
の
議
員
が

様
々
な
町
政
課
題
に
つ
い

て
質
問
・
提
言
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、町
長
提
出

議
案
１
件
、議
員
発
議
の

意
見
書
２
件
が
上
程
さ

れ
、審
議
・
採
決
を
行
い
ま

し
た
。

議決結果賛否一覧 ○賛成　●反対　（議長は、可否同数のとき議案の可否を決定します）

平群町税条例の一部を改正する条例について

令和６年度平群町一般会計補正予算（第２号）について

令和６年度平群町国民健康保険特別会計補正予算
（第１号）について

平群町旧人権交流センター解体撤去工事の請負契
約の締結について

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利
用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人
情報の提供に関する条例の一部を改正する条例について

女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求
める意見書（案）

選択的夫婦別姓等、夫婦の氏に関する制度のあり方
について議論の推進を求める意見書（案）

奈良県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙

提
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区
分
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議決
結果議　　　　案　　　　名

関
　

順
子

須
藤
啓
二

岩
﨑
真
滋

長
良
俊
一

稲
月
敏
子

山
本
隆
史

植
田
い
ず
み

山
口
昌
亮

馬
本
隆
夫

山
田
仁
樹

森
田
　

勝

井
戸
太
郎

町

長

提

出

議

案

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

議
員
提
出
議
案

選　

挙

町
税
条
例
の
一
部
改
正

①
私
立
学
校
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
引
用
条
文
を
改
め
る
も
の
。

②「
公
益
法
人
等
に
係
る
町
民
税
の
課

税
の
特
例
」
を
定
め
た
附
則
第
４
条

の
２
の
規
定
を
削
除
す
る
も
の
。

主
な
質
疑

町
内
住
民
へ
の
影
響
は
あ

る
の
か
。

一
般
の
住
民
が
直
接
か
か

わ
る
こ
と
は
な
い
。

令
和
６
年
度
平
群
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

補
正
総
額
は
３
億
４
９
８
９
万
９

千
円
で
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は
79

億
３
０
８
９
万
９
千
円
。

　

補
正
の
主
な
も
の
は
、

　

◆
児
童
手
当
の
制
度
改
正
（
今
年

10
月
か
ら…

下
記
に
新
制
度
の
紹
介
）

に
伴
う
電
算
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
費

２
７
２
万
８
千
円
。
全
額
国
庫
負
担
。

　

◆
定
額
減
税
で
減
額
し
き
れ
な
い

人
へ
の
調
整
給
付
金
１
億
６
７
５
３

万
２
千
円（
４
千
人
分
＋
事
務
経
費
）。

全
額
国
庫
負
担
。

　

◆
今
年
度
新
た
に
住
民
税
非
課
税

ま
た
は
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世

帯
へ
の
低
所
得
者
支
援
給
付
金
１
億

２
２
４
９
万
２
千
円
（
非
課
税
５
０

０
世
帯
・
均
等
割
の
み
５
０
０
世
帯

×

10
万
円
＋
子
ど
も
４
０
０
人×

５

万
円
＋
事
務
経
費
）。全
額
国
庫
負
担
。

　

◆
高
齢
者
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
定
期
接
種
助
成
事
業
４
２
１
２

万
１
千
円
（
３
５
５
７
人×

１
万
１

８
０
０
円
）。
財
源
は
国
２
９
５
２
万

４
千
円
、
町
１
２
５
９
万
７
千
円
。

な
お
、
こ
の
予
算
と
は
別
に
本
人
負

担
と
し
て
１
人
３
５
０
０
円
。

　

◆
特
定
外
来
生
物
の
ク
ビ
ア
カ
ツ

ヤ
カ
ミ
キ
リ
駆
除
委
託
費
２
５
０
万

円
。
全
額
国
庫
負
担
。

　

◆
新
規
就
農
者
確
保
事
業
補
助
金

を
１
２
７
５
万
円
増
額
。
全
額
県
補

助
金
。

　

◆
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
清
掃
業

務
費
が
委
託
か
ら
直
営
に
見
直
し
た

こ
と
に
よ
り
２
９
８
万
９
千
円
減
額
。

主
な
質
疑

定
額
減
税
し
き
れ
な
い
人

へ
の
給
付
の
予
算
１
億
６
千
万
円
の

根
拠
は
。

対
象
者
を
抽
出
し
、
概
算

と
し
て
人
数
と
給
付
額
を
出
し
た
。

低
所
得
者
支
援
給
付
金
は

今
年
度
新
た
に
住
民
税
非
課
税
、
均

等
割
の
み
課
税
世
帯
と
い
う
こ
と
は
、

前
年
度
の
受
給
者
は
対
象
外
と
い
う

こ
と
な
の
か
。

前
年
度
に
給
付
を
受
け
ら

れ
た
方
は
、
今
回
は
対
象
外
と
な
る
。

非
課
税
、
均
等
割
の
み
課

税
世
帯
が
新
た
に
全
世
帯
の
12
％
の

１
０
０
０
世
帯
は
多
い
の
で
は
。

あ
る
程
度
の
傾
向
を
つ
か

み
な
が
ら
、
概
算
数
値
で
１
０
０
０

世
帯
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

児
童
手
当
の
新
制
度
に
よ

る
増
加
額
は
予
算
ベ
ー
ス
で
ど
れ
く

ら
い
か
。

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く

6月議会に町長から上程された
議案及び質疑を紹介します。

投票総数１２票　　有効投票１２票
・青木義勝（広陵町）８票　・松田哲子（下市町）０票
・坂本博道（河合町）４票　　　　　　　　　　   

【趣旨】平群町議会では、議会における個人情報の適正な取扱いに関し必要な事項を定めるとともに、議会が
保有する個人情報の開示、訂正及び利用停止を求める個人の権利を明らかにすることにより、議会の事務の
適正かつ円滑な運営を図りつつ、個人の権利利益を保護することを目的として、
「平群町議会の個人情報の保護に関する条例」を定めています。
【令和５年度の施行状況】
開示請求・訂正請求・利用停止請求　　０件、　　審査請求　　０件

平群町議会の個人情報の保護に関する条例の施行状況の公表について

児童手当制度の改正概要

支給対象

所得制限

手当月額

受給資格者

実施主体

支払期月

拡充前（令和６年９月まで） 拡充後（令和６年１０月分以降）

中学校終了までの国内に住所を有する児童
（15歳到達後の最初の年度末まで）

高校生年代までの国内に住所を有する児童
（18歳到達後の最初の年度末まで）

所得限度額：960万円未満
（年収ベース、夫婦とこども２人）

※年収1,200万円以上の方は支給対象外
所得制限なし

同左

同左

６回（偶数月）
（各前月までの２ヶ月分を支払）

・３歳未満 ：15,000円（一律）
・３歳～小学校終了まで
　第１子、第２子 ：10,000円
　第３子以降 ：15,000円
・中学生 ：10,000円（一律）
・所得制限以上 ：   5,000円（一律）

・３歳未満
　第１子、第２子 ：15,000円
　第３子以降 ：30,000円
・３歳～高校生年代
　第１子、第２子 ：10,000円
　第３子以降 ：30,000円

・監護生計要件を満たす父母等
・児童が施設に入所している場合は施設の設置者等

法定受託事務として町が実施
※公務員は所属庁で実施

３回（２月、６月、１０月）
（各前月までの４か月分を支払）
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真
滋

長
良
俊
一

稲
月
敏
子

山
本
隆
史

植
田
い
ず
み

山
口
昌
亮

馬
本
隆
夫

山
田
仁
樹

森
田
　

勝

井
戸
太
郎

町

長

提

出

議

案

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

議
員
提
出
議
案

選　

挙

町
税
条
例
の
一
部
改
正

①
私
立
学
校
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
引
用
条
文
を
改
め
る
も
の
。

②「
公
益
法
人
等
に
係
る
町
民
税
の
課

税
の
特
例
」
を
定
め
た
附
則
第
４
条

の
２
の
規
定
を
削
除
す
る
も
の
。

主
な
質
疑

町
内
住
民
へ
の
影
響
は
あ

る
の
か
。

一
般
の
住
民
が
直
接
か
か

わ
る
こ
と
は
な
い
。

令
和
６
年
度
平
群
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

補
正
総
額
は
３
億
４
９
８
９
万
９

千
円
で
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は
79

億
３
０
８
９
万
９
千
円
。

　

補
正
の
主
な
も
の
は
、

　

◆
児
童
手
当
の
制
度
改
正
（
今
年

10
月
か
ら…

下
記
に
新
制
度
の
紹
介
）

に
伴
う
電
算
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
費

２
７
２
万
８
千
円
。
全
額
国
庫
負
担
。

　

◆
定
額
減
税
で
減
額
し
き
れ
な
い

人
へ
の
調
整
給
付
金
１
億
６
７
５
３

万
２
千
円（
４
千
人
分
＋
事
務
経
費
）。

全
額
国
庫
負
担
。

　

◆
今
年
度
新
た
に
住
民
税
非
課
税

ま
た
は
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世

帯
へ
の
低
所
得
者
支
援
給
付
金
１
億

２
２
４
９
万
２
千
円
（
非
課
税
５
０

０
世
帯
・
均
等
割
の
み
５
０
０
世
帯

×

10
万
円
＋
子
ど
も
４
０
０
人×

５

万
円
＋
事
務
経
費
）。全
額
国
庫
負
担
。

　

◆
高
齢
者
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
定
期
接
種
助
成
事
業
４
２
１
２

万
１
千
円
（
３
５
５
７
人×

１
万
１

８
０
０
円
）。
財
源
は
国
２
９
５
２
万

４
千
円
、
町
１
２
５
９
万
７
千
円
。

な
お
、
こ
の
予
算
と
は
別
に
本
人
負

担
と
し
て
１
人
３
５
０
０
円
。

　

◆
特
定
外
来
生
物
の
ク
ビ
ア
カ
ツ

ヤ
カ
ミ
キ
リ
駆
除
委
託
費
２
５
０
万

円
。
全
額
国
庫
負
担
。

　

◆
新
規
就
農
者
確
保
事
業
補
助
金

を
１
２
７
５
万
円
増
額
。
全
額
県
補

助
金
。

　

◆
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
清
掃
業

務
費
が
委
託
か
ら
直
営
に
見
直
し
た

こ
と
に
よ
り
２
９
８
万
９
千
円
減
額
。

主
な
質
疑

定
額
減
税
し
き
れ
な
い
人

へ
の
給
付
の
予
算
１
億
６
千
万
円
の

根
拠
は
。

対
象
者
を
抽
出
し
、
概
算

と
し
て
人
数
と
給
付
額
を
出
し
た
。

低
所
得
者
支
援
給
付
金
は

今
年
度
新
た
に
住
民
税
非
課
税
、
均

等
割
の
み
課
税
世
帯
と
い
う
こ
と
は
、

前
年
度
の
受
給
者
は
対
象
外
と
い
う

こ
と
な
の
か
。

前
年
度
に
給
付
を
受
け
ら

れ
た
方
は
、
今
回
は
対
象
外
と
な
る
。

非
課
税
、
均
等
割
の
み
課

税
世
帯
が
新
た
に
全
世
帯
の
12
％
の

１
０
０
０
世
帯
は
多
い
の
で
は
。

あ
る
程
度
の
傾
向
を
つ
か

み
な
が
ら
、
概
算
数
値
で
１
０
０
０

世
帯
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

児
童
手
当
の
新
制
度
に
よ

る
増
加
額
は
予
算
ベ
ー
ス
で
ど
れ
く

ら
い
か
。

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く

6月議会に町長から上程された
議案及び質疑を紹介します。

投票総数１２票　　有効投票１２票
・青木義勝（広陵町）８票　・松田哲子（下市町）０票
・坂本博道（河合町）４票　　　　　　　　　　   

【趣旨】平群町議会では、議会における個人情報の適正な取扱いに関し必要な事項を定めるとともに、議会が
保有する個人情報の開示、訂正及び利用停止を求める個人の権利を明らかにすることにより、議会の事務の
適正かつ円滑な運営を図りつつ、個人の権利利益を保護することを目的として、
「平群町議会の個人情報の保護に関する条例」を定めています。
【令和５年度の施行状況】
開示請求・訂正請求・利用停止請求　　０件、　　審査請求　　０件

平群町議会の個人情報の保護に関する条例の施行状況の公表について

児童手当制度の改正概要

支給対象

所得制限

手当月額

受給資格者

実施主体

支払期月

拡充前（令和６年９月まで） 拡充後（令和６年１０月分以降）

中学校終了までの国内に住所を有する児童
（15歳到達後の最初の年度末まで）

高校生年代までの国内に住所を有する児童
（18歳到達後の最初の年度末まで）

所得限度額：960万円未満
（年収ベース、夫婦とこども２人）

※年収1,200万円以上の方は支給対象外
所得制限なし

同左

同左

６回（偶数月）
（各前月までの２ヶ月分を支払）

・３歳未満 ：15,000円（一律）
・３歳～小学校終了まで
　第１子、第２子 ：10,000円
　第３子以降 ：15,000円
・中学生 ：10,000円（一律）
・所得制限以上 ：   5,000円（一律）

・３歳未満
　第１子、第２子 ：15,000円
　第３子以降 ：30,000円
・３歳～高校生年代
　第１子、第２子 ：10,000円
　第３子以降 ：30,000円

・監護生計要件を満たす父母等
・児童が施設に入所している場合は施設の設置者等

法定受託事務として町が実施
※公務員は所属庁で実施

３回（２月、６月、１０月）
（各前月までの４か月分を支払）

3 令和6年8月1日発行
No.297

2令和6年8月1日発行
No.297

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁
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新
制
度
に
よ
る
今
年
度
の

拡
充
分
は
す
で
に
当
初
予
算
で
計
上

し
て
い
る
。
予
算
ベ
ー
ス
で
令
和
５

年
度
が
２
億
１
６
０
１
万
円
、
今
年

度
が
２
億
４
４
３
４
万
円
。
差
引
２

８
３
３
万
円
の
増
と
見
込
ん
で
い

る
。
こ
れ
は
今
年
度
に
支
給
す
る
４

カ
月
分
（
10
月
〜
１
月
）
な
の
で
、

年
間
で
は
こ
の
３
倍
に
な
る
。

新
制
度
で
は
第
３
子
以
降

が
す
べ
て
３
万
円
に
な
る
。
多
子
世

帯
の
カ
ウ
ン
ト
の
仕
方
は
。

従
来
は
18
歳
ま
で
を
第
１

子
と
し
て
い
た
が
、
新
制
度
で
は
22

歳
ま
で
を
第
１
子
と
カ
ウ
ン
ト
す

る
。

定
額
減
税
や
低
所
得
者
支

援
給
付
金
、
児
童
手
当
に
つ
い
て
、

在
住
外
国
人
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
。

在
住
外
国
人
で
あ
っ
て

も
、
所
得
税
や
住
民
税
を
課
税
さ
れ

て
い
る
人
は
定
額
減
税
の
対
象
に
な

る
。
低
所
得
者
支
援
給
付
金
や
児
童

手
当
に
つ
い
て
も
住
所
を
有
し
て
い

る
人
は
対
象
に
な
る
。

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ

駆
除
に
つ
い
て
、
予
算
２
５
０
万
円

の
う
ち
事
業
業
務
委
託
１
０
０
万
円

で
樹
木
医
が
調
査
す
る
と
聞
い
て
い

る
。
竜
田
川
沿
い
や
公
共
施
設
、
学

校
で
約
９
０
０
本
あ
る
と
思
う
が
、

ど
の
程
度
調
査
す
る
の
か
。

こ
の
費
用
で
竜
田
川
沿
い

で
出
来
る
限
り
多
く
調
査
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
る
。
全
域
の
調
査
は

困
難
。
補
助
金
の
上
限
が
２
５
０
万

円
な
の
で
、
来
年
度
も
確
保
で
き
る

よ
う
努
力
す
る
。

被
害
の
拡
散
を
放
っ
て
お

く
の
か
。
ま
ず
９
０
０
本
を
調
査
し

て
速
や
か
に
駆
除
し
な
い
と
大
変
な

こ
と
に
な
る
。
こ
の
予
算
で
は
無
理

だ
と
思
う
。
補
助
金
２
５
０
万
円
を

オ
ー
バ
ー
し
た
分
の
２
分
の
１
は
交

付
税
算
入
に
な
っ
て
い
る
の
で
予
算

の
組
み
替
え
も
必
要
だ
。

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ

は
繁
殖
力
も
高
く
、
放
っ
て
お
く
と

大
量
に
増
え
る
。
早
期
の
駆
除
が
必

要
と
認
識
し
て
い
る
。
町
内
全
域
の

被
害
調
査
を
行
い
、
被
害
が
広
範
囲

に
及
ば
な
い
よ
う
対
応
す
る
。
予
算

の
確
保
も
行
う
。

新
規
就
農
者
確
保
事
業
補

助
金
の
対
象
人
数
と
農
業
の
種
別
は
。

２
つ
の
資
金
が
あ
る
。
経

営
開
始
資
金
は
小
菊
農
家
１
名
で

ま
っ
た
く
の
新
規
で
１
５
０
万
円
。

こ
れ
は
就
農
直
後
の
経
営
確
立
を
支

援
す
る
資
金
と
い
う
こ
と
で
１
５
０

万
円
掛
け
る
３
年
間
と
い
う
制
度
。

も
う
一
つ
は
経
営
発
展
支
援
事
業
で

親
元
就
農
２
名
に
１
１
２
５
万
円
、

す
べ
て
小
菊
農
家
。

総
合
文
化
セ
ン
タ―

の
清

掃
業
務
の
経
費
が
業
者
委
託
か
ら
直

接
雇
用
で
約
半
分
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
だ
が
、
な
ぜ
今
ま
で
し
な
か
っ

た
の
か
。

３
年
間
、
債
務
負
担
行
為

で
委
託
し
て
き
た
。
見
直
し
に
あ
た

り
、
今
後
３
年
間
の
見
積
り
が
人
件

費
と
物
価
高
騰
で
約
１
・
８
倍
に

な
っ
た
た
め
、
他
の
可
能
性
を
模
索

し
た
結
果
、
今
回
の
よ
う
に
な
っ

た
。

令
和
６
年
度
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

補
正
額
は
１
２
９
万
８
千
円
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
健
康
保

険
証
）
関
連
の
シ
ス
テ
ム
改
修
の
委

託
料
。
全
額
県
補
助
。

主
な
質
疑

12
月
２
日
に
現
在
の
健
康

保
険
証
が
廃
止
に
な
る
と
の
こ
と
だ

が
、
今
年
８
月
に
取
り
替
え
ら
れ
る

保
険
証
の
有
効
期
限
は
。
ま
た
、
12

月
２
日
以
降
、
こ
の
保
険
証
を
紛
失

し
た
場
合
の
対
応
は
。

今
年
８
月
１
日
以
降
に
交

付
す
る
保
険
証
の
有
効
期
限
は
令
和

７
年
７
月
末
ま
で
。
12
月
２
日
以
降

は
保
険
証
が
廃
止
さ
れ
る
の
で
、
保

険
証
の
再
発
行
は
し
な
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

健
康
保
険
証
を
ひ
も
付
け
し
て
い
な

い
人
に
は
、
12
月
２
日
以
降
に
保
険

証
を
紛
失
し
た
場
合
や
来
年
８
月
以

降
は
「
資
格
確
認
書
」
が
発
行
さ
れ

る
の
か
。
ま
た
資
格
確
認
書
は
こ
れ

ま
で
の
保
険
証
と
同
じ
効
力
を
も

ち
、
毎
年
発
行
し
て
も
ら
え
る
の

か
。

令
和
７
年
８
月
１
日
以
降

は
、
保
険
証
を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
と
ひ
も
付
け
登
録
さ
れ
て
い
る
方

に
は
、
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
と
い

う
も
の
を
一
度
き
り
発
行
す
る
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
一
体
化
さ
れ

て
な
い
方
に
は
、
資
格
確
認
書
を
交

付
す
る
。
資
格
確
認
書
は
、
今
ま
で

の
更
新
と
同
じ
よ
う
に
、
８
月
か
ら

７
月
を
１
年
期
と
し
て
毎
年
発
行
し

て
い
く
予
定
。

平
群
町
旧
人
権
交
流
セ
ン

タ
ー
解
体
撤
去
工
事
の
請
負

契
約
の
締
結

　

契
約
金
額
６
４
６
８
万
円
。
契
約

の
相
手
・
藤
本
建
設
㈱
（
大
和
郡
山

市
）
。
工
期
・
令
和
７
年
３
月
31
日

ま
で
。

主
な
質
疑

予
定
価
格
と
落
札
率
は
。

予
定
価
格
は
消
費
税
込
み

で
１
億
３
２
８
８
万
円
。
落
札
率
は

48
・
67
％
。新

築
工
事
と
違
っ
て
解
体

は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
問
題
や
手
続

き
、
手
法
の
制
約
が
あ
っ
て
、
い
か

に
適
正
に
撤
去
す
る
か
重
要
。
ど
う

い
う
管
理
体
制
を
考
え
て
い
る
の

か
。

ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
は
事
前

に
行
い
、
該
当
の
業
者
と
対
応
を
確

認
し
て
い
る
。
撤
去
後
の
分
別
な
ど

に
つ
い
て
も
現
場
監
督
と
も
定
期
的

に
打
合
せ
を
行
い
、
対
応
し
て
い

く
。

着
工
し
て
か
ら
追
加
で
上

乗
せ
と
い
う
の
は
あ
る
の
か
。

目
視
で
基
本
的
に
設
計
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
若
干
、
不

透
明
な
と
こ
ろ
が
あ
る
だ
ろ
う
と
考

え
て
い
る
。予

算
か
ら
か
な
り
引
き
下

が
っ
た
落
札
額
の
確
定
で
、
財
源
内

訳
は
ど
う
な
る
の
か
。

当
初
ど
お
り
起
債
９
割
、

一
般
財
源
１
割
で
、
変
わ
り
な
い
。

行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利

用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提

供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
　

行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用

等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

う
条
例
改
正
。

　

特
定
個
人
情
報
の
提
供
が
可
能
な

事
務
要
件
は
、
現
行
の
法
別
表
第
２

に
列
記
さ
れ
、
本
条
例
に
お
い
て

も
、
法
別
表
第
２
を
引
用
し
て
規
定

が
さ
れ
て
い
た
。
よ
っ
て
本
条
例
に

お
け
る
引
用
条
項
に
つ
い
て
の
改
正

を
行
う
も
の
。主

な
質
疑

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
住

民
に
と
っ
て
何
か
不
利
益
が
生
じ
る

こ
と
は
あ
る
の
か
。

不
利
益
が
生
じ
る
よ
う
な

こ
と
は
な
い
。

議員提出議案

　　　　　　　　　　　　（原案可決）
提出者　植田　いずみ
賛成者　須藤　啓二、　稲月　敏子
 

　　　　　　　　　　　　（原案可決）
提出者　稲月　敏子
賛成者　須藤　啓二、植田　いずみ

 

　女性差別撤廃条約選択議定書の速
やかな批准を求める意見書（案）

　選択的夫婦別姓等、夫婦の氏に関
する制度のあり方について議論の推
進を求める意見書（案）

【指定施設】
プリズムへぐり・総合文化セン
ター・かしのき荘・ふれあい交流
センター
（民間施設の「クーリングシェルター」を募
集中。詳細は平群町公式HPをご覧下さい。）

　６月１３日（木）、大規模災害の発生を想定し、被
災の有無、所在地、参集の可否、地域の状況をメール
やファクスにより報告する訓練を実施しました。

　平群町議会は、本会議の模様をインターネットで録
画配信していますが、スマートフォンでも視聴が可能
になっております。町のホームページもしくは下記の
ＱＲコードからアクセスできます。
【注意】動画の視聴には、大量のデー
タ通信量が発生しますので、Wi-Fiまた
は定額通信サービス環境での視聴を推
奨します。

※各施設により
開放室・日
時・受入可能
人数が異なり
ます。詳しく
は各施設にお
問い合わせく
ださい。

の
ぼ
り
が
目
印
で
す

町議会をネットで視聴できます

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ

（
生
き
た
ま
ま
持
ち
歩
く
こ
と
は
、

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。）

平群町内でクーリングシェ
ルター（指定暑熱避難施
設）が開設されています。

平群町議会ＢＣＰ（業務継続計画）に基
づく安否確認報告訓練を行いました
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新
制
度
に
よ
る
今
年
度
の

拡
充
分
は
す
で
に
当
初
予
算
で
計
上

し
て
い
る
。
予
算
ベ
ー
ス
で
令
和
５

年
度
が
２
億
１
６
０
１
万
円
、
今
年

度
が
２
億
４
４
３
４
万
円
。
差
引
２

８
３
３
万
円
の
増
と
見
込
ん
で
い

る
。
こ
れ
は
今
年
度
に
支
給
す
る
４

カ
月
分
（
10
月
〜
１
月
）
な
の
で
、

年
間
で
は
こ
の
３
倍
に
な
る
。

新
制
度
で
は
第
３
子
以
降

が
す
べ
て
３
万
円
に
な
る
。
多
子
世

帯
の
カ
ウ
ン
ト
の
仕
方
は
。

従
来
は
18
歳
ま
で
を
第
１

子
と
し
て
い
た
が
、
新
制
度
で
は
22

歳
ま
で
を
第
１
子
と
カ
ウ
ン
ト
す

る
。

定
額
減
税
や
低
所
得
者
支

援
給
付
金
、
児
童
手
当
に
つ
い
て
、

在
住
外
国
人
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
。

在
住
外
国
人
で
あ
っ
て

も
、
所
得
税
や
住
民
税
を
課
税
さ
れ

て
い
る
人
は
定
額
減
税
の
対
象
に
な

る
。
低
所
得
者
支
援
給
付
金
や
児
童

手
当
に
つ
い
て
も
住
所
を
有
し
て
い

る
人
は
対
象
に
な
る
。

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ

駆
除
に
つ
い
て
、
予
算
２
５
０
万
円

の
う
ち
事
業
業
務
委
託
１
０
０
万
円

で
樹
木
医
が
調
査
す
る
と
聞
い
て
い

る
。
竜
田
川
沿
い
や
公
共
施
設
、
学

校
で
約
９
０
０
本
あ
る
と
思
う
が
、

ど
の
程
度
調
査
す
る
の
か
。

こ
の
費
用
で
竜
田
川
沿
い

で
出
来
る
限
り
多
く
調
査
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
る
。
全
域
の
調
査
は

困
難
。
補
助
金
の
上
限
が
２
５
０
万

円
な
の
で
、
来
年
度
も
確
保
で
き
る

よ
う
努
力
す
る
。

被
害
の
拡
散
を
放
っ
て
お

く
の
か
。
ま
ず
９
０
０
本
を
調
査
し

て
速
や
か
に
駆
除
し
な
い
と
大
変
な

こ
と
に
な
る
。
こ
の
予
算
で
は
無
理

だ
と
思
う
。
補
助
金
２
５
０
万
円
を

オ
ー
バ
ー
し
た
分
の
２
分
の
１
は
交

付
税
算
入
に
な
っ
て
い
る
の
で
予
算

の
組
み
替
え
も
必
要
だ
。

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ

は
繁
殖
力
も
高
く
、
放
っ
て
お
く
と

大
量
に
増
え
る
。
早
期
の
駆
除
が
必

要
と
認
識
し
て
い
る
。
町
内
全
域
の

被
害
調
査
を
行
い
、
被
害
が
広
範
囲

に
及
ば
な
い
よ
う
対
応
す
る
。
予
算

の
確
保
も
行
う
。

新
規
就
農
者
確
保
事
業
補

助
金
の
対
象
人
数
と
農
業
の
種
別
は
。

２
つ
の
資
金
が
あ
る
。
経

営
開
始
資
金
は
小
菊
農
家
１
名
で

ま
っ
た
く
の
新
規
で
１
５
０
万
円
。

こ
れ
は
就
農
直
後
の
経
営
確
立
を
支

援
す
る
資
金
と
い
う
こ
と
で
１
５
０

万
円
掛
け
る
３
年
間
と
い
う
制
度
。

も
う
一
つ
は
経
営
発
展
支
援
事
業
で

親
元
就
農
２
名
に
１
１
２
５
万
円
、

す
べ
て
小
菊
農
家
。

総
合
文
化
セ
ン
タ―

の
清

掃
業
務
の
経
費
が
業
者
委
託
か
ら
直

接
雇
用
で
約
半
分
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
だ
が
、
な
ぜ
今
ま
で
し
な
か
っ

た
の
か
。

３
年
間
、
債
務
負
担
行
為

で
委
託
し
て
き
た
。
見
直
し
に
あ
た

り
、
今
後
３
年
間
の
見
積
り
が
人
件

費
と
物
価
高
騰
で
約
１
・
８
倍
に

な
っ
た
た
め
、
他
の
可
能
性
を
模
索

し
た
結
果
、
今
回
の
よ
う
に
な
っ

た
。

令
和
６
年
度
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

補
正
額
は
１
２
９
万
８
千
円
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
健
康
保

険
証
）
関
連
の
シ
ス
テ
ム
改
修
の
委

託
料
。
全
額
県
補
助
。

主
な
質
疑

12
月
２
日
に
現
在
の
健
康

保
険
証
が
廃
止
に
な
る
と
の
こ
と
だ

が
、
今
年
８
月
に
取
り
替
え
ら
れ
る

保
険
証
の
有
効
期
限
は
。
ま
た
、
12

月
２
日
以
降
、
こ
の
保
険
証
を
紛
失

し
た
場
合
の
対
応
は
。

今
年
８
月
１
日
以
降
に
交

付
す
る
保
険
証
の
有
効
期
限
は
令
和

７
年
７
月
末
ま
で
。
12
月
２
日
以
降

は
保
険
証
が
廃
止
さ
れ
る
の
で
、
保

険
証
の
再
発
行
は
し
な
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

健
康
保
険
証
を
ひ
も
付
け
し
て
い
な

い
人
に
は
、
12
月
２
日
以
降
に
保
険

証
を
紛
失
し
た
場
合
や
来
年
８
月
以

降
は
「
資
格
確
認
書
」
が
発
行
さ
れ

る
の
か
。
ま
た
資
格
確
認
書
は
こ
れ

ま
で
の
保
険
証
と
同
じ
効
力
を
も

ち
、
毎
年
発
行
し
て
も
ら
え
る
の

か
。

令
和
７
年
８
月
１
日
以
降

は
、
保
険
証
を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
と
ひ
も
付
け
登
録
さ
れ
て
い
る
方

に
は
、
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
と
い

う
も
の
を
一
度
き
り
発
行
す
る
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
一
体
化
さ
れ

て
な
い
方
に
は
、
資
格
確
認
書
を
交

付
す
る
。
資
格
確
認
書
は
、
今
ま
で

の
更
新
と
同
じ
よ
う
に
、
８
月
か
ら

７
月
を
１
年
期
と
し
て
毎
年
発
行
し

て
い
く
予
定
。

平
群
町
旧
人
権
交
流
セ
ン

タ
ー
解
体
撤
去
工
事
の
請
負

契
約
の
締
結

　

契
約
金
額
６
４
６
８
万
円
。
契
約

の
相
手
・
藤
本
建
設
㈱
（
大
和
郡
山

市
）
。
工
期
・
令
和
７
年
３
月
31
日

ま
で
。

主
な
質
疑

予
定
価
格
と
落
札
率
は
。

予
定
価
格
は
消
費
税
込
み

で
１
億
３
２
８
８
万
円
。
落
札
率
は

48
・
67
％
。新

築
工
事
と
違
っ
て
解
体

は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
問
題
や
手
続

き
、
手
法
の
制
約
が
あ
っ
て
、
い
か

に
適
正
に
撤
去
す
る
か
重
要
。
ど
う

い
う
管
理
体
制
を
考
え
て
い
る
の

か
。

ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
は
事
前

に
行
い
、
該
当
の
業
者
と
対
応
を
確

認
し
て
い
る
。
撤
去
後
の
分
別
な
ど

に
つ
い
て
も
現
場
監
督
と
も
定
期
的

に
打
合
せ
を
行
い
、
対
応
し
て
い

く
。

着
工
し
て
か
ら
追
加
で
上

乗
せ
と
い
う
の
は
あ
る
の
か
。

目
視
で
基
本
的
に
設
計
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
若
干
、
不

透
明
な
と
こ
ろ
が
あ
る
だ
ろ
う
と
考

え
て
い
る
。予

算
か
ら
か
な
り
引
き
下

が
っ
た
落
札
額
の
確
定
で
、
財
源
内

訳
は
ど
う
な
る
の
か
。

当
初
ど
お
り
起
債
９
割
、

一
般
財
源
１
割
で
、
変
わ
り
な
い
。

行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利

用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提

供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
　

行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用

等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

う
条
例
改
正
。

　

特
定
個
人
情
報
の
提
供
が
可
能
な

事
務
要
件
は
、
現
行
の
法
別
表
第
２

に
列
記
さ
れ
、
本
条
例
に
お
い
て

も
、
法
別
表
第
２
を
引
用
し
て
規
定

が
さ
れ
て
い
た
。
よ
っ
て
本
条
例
に

お
け
る
引
用
条
項
に
つ
い
て
の
改
正

を
行
う
も
の
。主

な
質
疑

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
住

民
に
と
っ
て
何
か
不
利
益
が
生
じ
る

こ
と
は
あ
る
の
か
。

不
利
益
が
生
じ
る
よ
う
な

こ
と
は
な
い
。

議員提出議案
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提出者　植田　いずみ
賛成者　須藤　啓二、　稲月　敏子
 

　　　　　　　　　　　　（原案可決）
提出者　稲月　敏子
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奨します。

※各施設により
開放室・日
時・受入可能
人数が異なり
ます。詳しく
は各施設にお
問い合わせく
ださい。

の
ぼ
り
が
目
印
で
す

町議会をネットで視聴できます

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
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（
生
き
た
ま
ま
持
ち
歩
く
こ
と
は
、

法
律
で
禁
止
さ
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て
い
ま
す
。）
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ルター（指定暑熱避難施
設）が開設されています。
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町政を問う！一般質問一般質問一般質問

　

現
在
、
町
内
に
は
平
成
27

年
４
月
か
ら
公
立
の
は
な
さ

と
・
ゆ
め
さ
と
こ
ど
も
園
と

令
和
６
年
度
か
ら
私
立
の
レ

イ
モ
ン
ド
平
群
こ
ど
も
園
、

北
幼
稚
園
（
一
部
預
か
り
保

育
）
が
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

４
月
１
日
現
在
、
は
な
さ

と
こ
ど
も
園
は
１
２
０
名
、

ゆ
め
さ
と
こ
ど
も
園
は
、
２

２
３
名
が
入
園
さ
れ
、
又
、

レ
イ
モ
ン
ド
平
群
こ
ど
も
園

で
は
、
定
員
85
名
に
対
し
て

47
名
が
入
園
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
群
北
幼
稚
園
は
一
時
預
か

り
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
公
立
こ
ど
も
園
の

　
　
　
　
　

  

運
営
に
つ
い
て

　

①
現
在
、
各
こ
ど
も
園
の

待
機
状
況
は
。

　

②
今
後
、
公
立
と
私
立
こ

ど
も
園
の
各
運
営
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

　

③
今
後
の
は
な
さ
と
・
ゆ

め
さ
と
こ
ど
も
園
の
各
定
員

数
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　

①
５
月
末
現
在
で
は
、
待

機
児
童
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

②
公
立
・
私
立
こ
ど
も
園

そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
性
を
尊
重

し
て
参
り
ま
す
。

　

③
は
な
さ
と
１
３
０
名
、

ゆ
め
さ
と
１
９
９
名
が
各
定

員
数
。
定
員
数
に
近
づ
け
て

参
り
た
い
。
尚
、
レ
イ
モ
ン

ド
平
群
こ
ど
も
園
は
、
４
月

１
日
現
在
、
定
員
に
対
し
て

約
57
％
の
入
園
数
の
た
め
、

85
名
の
定
員
数
に
近
づ
け
る

よ
う
に
町
と
し
て
も
協
力
し

て
参
り
た
い
。

議会運営委員会
※令和６年平群町議会第３回定例会の
議会運営について

５月３０日 

新庁舎建設特別委員会
※新庁舎建設の議論の進め方について

7月８日

公共交通対策特別委員会
※令和５年度事業報告について　
※令和５年度収支決算報告について
※エヌシーバス（株）からの申し入れ
について

6月２0日
※エヌシーバス（株）からの申し入れ
について

7月16日

全員協議会
※平群町学童保育の業務委託について

7月17日

議 議議議 議議議議議議 議議議議 の のの会会会 の会 会 の会会 の会 の 会 の会 の会会 の会 の きき動動動 き 動 き動動 き動 き動 き動 き動 き動 き議議議議議 会 の会会 の会 の会 の会 動 き動 き動 き動 き動 き議 会 の 動 き

ご意見お寄せください

　本紙へご意見をお寄せください。
今後の紙面作りに活用させていただ
きます。
＊ＦＡＸ　４９－０１４５
＊メール
　gikai@town.heguri.nara.jp

町政を問う！
一般質問一覧一般質問一覧一般質問一覧

学校行事で危険な関西万博を選択
しないで
災害関連死の認定を行う審査会設
置を

デマンドの運行状況と今後の取り
組みについて
平群町こども家庭センターについて
今後の公立こども園の運営について
新庁舎建設について

部活動改革について
イノベーションを創出する教育環
境を
平群町町有バスについて

平群町総合文化センターの利用分
割、利用状況と祝祭日の開館につ
いて
新庁舎建設計画について

太陽光発電設備の火災について
ミニ開発と町づくり計画

旧西小学校を売却して、町財政を
健全化すべきでは
クーリングシェルター（暑熱避難
施設）の設置を
町施設の蛍光灯照明器具をＬＥＤ
照明に取替を
櫟原メガソーラー建設工事の進捗
状況について

給水タンクについて
帯状疱疹ワクチン接種の助成金に
ついて
倒木について

迷惑駐車のない安全なまちづくり

椿台水路の安全性について

平群町の熱中症対策について
平群町の人口減少への対策について
気象防災アドバイザーの活用につ
いて

植田議員

馬本議員

長良議員

山田議員

稲月議員

森田議員

岩﨑議員

山本議員

須藤議員

関　議員

1.

2.

1.

2.
3.
4.

1.
2.

3.

1.

2.

1.
2.

1.

2.

3.

4.

1.
2.

3.

1.

1.

1.
2.
3.

　

能
登
半
島
地
震
か
ら
６
カ

月
、死
者
は
２
６
０
人
、う
ち

30
人
は
災
害
関
連
死
の
方
々

で
す
。

一
定
規
模
以
上
の
自
然
災

害
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
に
は
、

「
災
害
弔
慰
金
」が
支
給
さ
れ

ま
す
。主
た
る
生
計
維
持
者

は
５
０
０
万
円
、そ
の
他
は
２

５
０
万
円
で
す
。

　

厳
し
い
避
難
生
活
で
命
を

落
と
す「
災
害
関
連
死
」も

「
災
害
弔
慰
金
」の
対
象
で

す
。

　

災
害
弔
慰
金
を
受
け
る
に

は
、自
治
体
が
設
置
す
る
審

査
会
で
災
害
関
連
死
の
認
定

が
必
要
で
す
。

　

国
は
２
０
１
９
年
、市
町
村

が
条
例
で
審
査
会
設
置
に
努

め
る
法
改
正（
努
力
義
務
化
）

を
し
ま
し
た
。平
群
町
も
設

置
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

災
害
弔
慰
金
等
の
支
給
に

つ
い
て
の
判
定
は
、町
が
行
う

こ
と
に
な
る
。判
定
が
困
難
な

場
合
は
、有
識
者
に
よ
る
審

査
会
を
設
置
し
、第
三
者
の

意
見
を
聞
き
慎
重
に
進
め
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、一

部
の
市
町
村
で
は
単
独
で
審

査
会
設
置
が
困
難
な
た
め
、

県
な
ど
に
設
置
を
委
託
し
た

ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

　

条
例
に
基
づ
く
審
査
会
設

置
に
つ
い
て
、必
要
性
は
認
識

し
て
い
る
の
で
検
討
し
た
い
。

災害関連死の認定を行う
　　　　　　審査会設置を

質
問

答
弁

馬本　隆夫

植田　いずみ

※質疑の内容は、議員の自己責任で掲載しています

答
弁

質
問



7 令和6年8月1日発行
平群議会だより No.297

6令和6年8月1日発行
平群議会だより No.297

町政を問う！一般質問一般質問一般質問

　

現
在
、
町
内
に
は
平
成
27

年
４
月
か
ら
公
立
の
は
な
さ

と
・
ゆ
め
さ
と
こ
ど
も
園
と

令
和
６
年
度
か
ら
私
立
の
レ

イ
モ
ン
ド
平
群
こ
ど
も
園
、

北
幼
稚
園
（
一
部
預
か
り
保

育
）
が
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

４
月
１
日
現
在
、
は
な
さ

と
こ
ど
も
園
は
１
２
０
名
、

ゆ
め
さ
と
こ
ど
も
園
は
、
２

２
３
名
が
入
園
さ
れ
、
又
、

レ
イ
モ
ン
ド
平
群
こ
ど
も
園

で
は
、
定
員
85
名
に
対
し
て

47
名
が
入
園
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
群
北
幼
稚
園
は
一
時
預
か

り
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
公
立
こ
ど
も
園
の

　
　
　
　
　

  

運
営
に
つ
い
て

　

①
現
在
、
各
こ
ど
も
園
の

待
機
状
況
は
。

　

②
今
後
、
公
立
と
私
立
こ

ど
も
園
の
各
運
営
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

　

③
今
後
の
は
な
さ
と
・
ゆ

め
さ
と
こ
ど
も
園
の
各
定
員

数
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　

①
５
月
末
現
在
で
は
、
待

機
児
童
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

②
公
立
・
私
立
こ
ど
も
園

そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
性
を
尊
重

し
て
参
り
ま
す
。

　

③
は
な
さ
と
１
３
０
名
、

ゆ
め
さ
と
１
９
９
名
が
各
定

員
数
。
定
員
数
に
近
づ
け
て

参
り
た
い
。
尚
、
レ
イ
モ
ン

ド
平
群
こ
ど
も
園
は
、
４
月

１
日
現
在
、
定
員
に
対
し
て

約
57
％
の
入
園
数
の
た
め
、

85
名
の
定
員
数
に
近
づ
け
る

よ
う
に
町
と
し
て
も
協
力
し

て
参
り
た
い
。

議会運営委員会
※令和６年平群町議会第３回定例会の
議会運営について

５月３０日 

新庁舎建設特別委員会
※新庁舎建設の議論の進め方について

7月８日

公共交通対策特別委員会
※令和５年度事業報告について　
※令和５年度収支決算報告について
※エヌシーバス（株）からの申し入れ
について

6月２0日
※エヌシーバス（株）からの申し入れ
について
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ご意見お寄せください

　本紙へご意見をお寄せください。
今後の紙面作りに活用させていただ
きます。
＊ＦＡＸ　４９－０１４５
＊メール
　gikai@town.heguri.nara.jp

町政を問う！
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学校行事で危険な関西万博を選択
しないで
災害関連死の認定を行う審査会設
置を

デマンドの運行状況と今後の取り
組みについて
平群町こども家庭センターについて
今後の公立こども園の運営について
新庁舎建設について

部活動改革について
イノベーションを創出する教育環
境を
平群町町有バスについて

平群町総合文化センターの利用分
割、利用状況と祝祭日の開館につ
いて
新庁舎建設計画について

太陽光発電設備の火災について
ミニ開発と町づくり計画

旧西小学校を売却して、町財政を
健全化すべきでは
クーリングシェルター（暑熱避難
施設）の設置を
町施設の蛍光灯照明器具をＬＥＤ
照明に取替を
櫟原メガソーラー建設工事の進捗
状況について

給水タンクについて
帯状疱疹ワクチン接種の助成金に
ついて
倒木について

迷惑駐車のない安全なまちづくり

椿台水路の安全性について

平群町の熱中症対策について
平群町の人口減少への対策について
気象防災アドバイザーの活用につ
いて
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能
登
半
島
地
震
か
ら
６
カ

月
、死
者
は
２
６
０
人
、う
ち

30
人
は
災
害
関
連
死
の
方
々

で
す
。

一
定
規
模
以
上
の
自
然
災

害
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
に
は
、

「
災
害
弔
慰
金
」が
支
給
さ
れ

ま
す
。主
た
る
生
計
維
持
者

は
５
０
０
万
円
、そ
の
他
は
２

５
０
万
円
で
す
。

　

厳
し
い
避
難
生
活
で
命
を

落
と
す「
災
害
関
連
死
」も

「
災
害
弔
慰
金
」の
対
象
で

す
。

　

災
害
弔
慰
金
を
受
け
る
に

は
、自
治
体
が
設
置
す
る
審

査
会
で
災
害
関
連
死
の
認
定

が
必
要
で
す
。

　

国
は
２
０
１
９
年
、市
町
村

が
条
例
で
審
査
会
設
置
に
努

め
る
法
改
正（
努
力
義
務
化
）

を
し
ま
し
た
。平
群
町
も
設

置
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

災
害
弔
慰
金
等
の
支
給
に

つ
い
て
の
判
定
は
、町
が
行
う

こ
と
に
な
る
。判
定
が
困
難
な

場
合
は
、有
識
者
に
よ
る
審

査
会
を
設
置
し
、第
三
者
の

意
見
を
聞
き
慎
重
に
進
め
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、一

部
の
市
町
村
で
は
単
独
で
審

査
会
設
置
が
困
難
な
た
め
、

県
な
ど
に
設
置
を
委
託
し
た

ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

　

条
例
に
基
づ
く
審
査
会
設

置
に
つ
い
て
、必
要
性
は
認
識

し
て
い
る
の
で
検
討
し
た
い
。

災害関連死の認定を行う
　　　　　　審査会設置を

質
問

答
弁

馬本　隆夫

植田　いずみ

※質疑の内容は、議員の自己責任で掲載しています

答
弁

質
問
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森田　勝

長良　俊一

　

文
化
セ
ン
タ
ー
は
、開
館

後
４
年
が
経
過
、に
ぎ
わ
い
や

活
気
に
あ
ふ
れ
、幅
広
い
住

民
の
方
々
に
親
し
ま
れ
る
施

設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

又
、外
部
庭
園
は
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
に
よ
る
バ
ラ

の
花
等
の
植
樹
、手
入
れ
も

行
っ
て
頂
き
、ど
ん
ぐ
り
広
場

で
は
、住
民
主
導
に
よ
る
マ
ル

シ
ェ
等
、色
々
な
催
し
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

く
ま
が
し
ホ
ー
ル・
ど
ん
ぐ

り
広
場
は
、４
月
か
ら
、祝
祭

日
の
休
館
日
も
１
０
０
名
以

文
化
セ
ン
タ
ー
の
利
用
分
割

　
　
　

祝
祭
日
開
館
に
つ
い
て

上
の
参
加
が
見
込
ま
れ
る
予

約
は
、使
用
で
き
る
他
、様
々

な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
利
用

し
や
す
い
施
設
と
な
っ
て
き

た
中
、祝
祭
日
の
通
常
開
館

も
検
討
の
必
要
が
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

①
現
在
、貸
部
屋
は
、９
時

〜
21
時
ま
で
の
12
時
間
を
、

３
分
割
の
１
単
位
４
時
間
と

し
て
貸
出
し
さ
れ
て
い
る
が
、

６
分
割
の
１
単
位
２
時
間
と

し
て
は
？

　

②
何
故
、文
化
セ
ン
タ
ー

は
祝
祭
日
が
休
館
日
に
な
っ

て
い
る
の
か
？

　

①
く
ま
が
し
ホ
ー
ル
以
外

の
貸
部
屋
に
つ
い
て
は
利
用

者
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
検

討
し
た
い
。

　

②
明
確
な
理
由
は
、わ
か

ら
な
い
。試
行
的
祝
祭
日
の

開
館
状
況
を
踏
ま
え
、運
営

審
議
会
等
で
も
協
議
頂
き
、

す
ぐ
に
と
は
い
か
な
い
が
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　

西
小
学
校
は
、２
０
１
４
年

に
東
小
学
校
と
統
合
さ
れ

て
、新
し
く
平
群
小
学
校
が

開
校
さ
れ
た
結
果
、閉
鎖
、廃

校
に
な
り
、跡
地
の
利
活
用

に
つ
い
て
住
民
に
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
求
め
検
討
に
取

り
組
ん
だ
が
、町
と
し
て
利

用
の
見
込
み
が
な
い
と
判
断

し
、賃
貸
先
の
公
募
を
行
い
、

応
募
が
あ
っ
た
一
般
社
団
法

人
日
本
建
築
あ
と
施
工
ア
ン

カ
ー
協
会
に
内
定
し
て
、議

会
に
も
説
明
が
あ
っ
た
が
、結

旧
西
小
を
売
却
し
て

 

町
財
政
を
健
全
化
す
べ
き
で
は

局
の
と
こ
ろ
契
約
に
至
ら
な

か
っ
た
。

　

平
群
町
は
奈
良
県
か
ら
財

政
重
症
警
報
が
出
て
い
る
事

か
ら
、旧
西
小
学
校
を
売
却

し
て
、町
財
政
を
改
善
、健
全

化
し
て
、町
財
政
を
立
て
直

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
、①
利
活
用
計
画

に
使
っ
た
費
用
は
、②
貸
出
し

が
成
立
し
な
か
っ
た
理
由
は
、

③
新
た
な
売
却
先
・
貸
出
先

は
。

　

①
跡
地
利
活
用
計
画
検
討

業
務
委
託
に
約
３
４
９
万
円

使
用
。②
市
街
化
調
整
区
域

で
の
既
存
建
築
物
の
再
活
用

の
た
め
、都
市
計
画
法
に
基

づ
く
許
可
が
必
要
。ま
た
外

周
擁
壁
の
多
く
が
旧
宅
造
規

制
法
の
技
術
基
準
を
満
た
し

て
お
ら
ず
、現
行
法
に
適
合

さ
せ
る
に
は
多
額
の
費
用
と

時
間
を
要
す
る
等
の
理
由
で

協
会
側
か
ら
跡
地
利
用
を
断

念
さ
れ
た
。③
今
年
２
月
、１

社
か
ら
申
し
出
が
あ
る
。

　

５
月
に
野
焼
き
が
原
因
の

火
災（
三
里
）が
発
生
、太
陽

光
発
電
所
内
に
類
焼
、感
電

防
止
を
考
慮
し
た
消
火
方
法

を
実
施
し
、時
間
が
か
か
っ

た
。パ
ネ
ル
は
日
照
で
発
電
、

鎮
火
後
も
断
光
シ
ー
ト
を
掛

け
、発
火
防
止
を
し
、消
防
署

員
の
感
電
事
故
、人
家
へ
類
焼

も
な
く
収
束
し
た
。し
か
し
、

設
備
責
任
者
へ
の
連
絡
不
可

と
い
う
事
態
と
な
っ
た
。
今

後
、発
電
設
備
か
ら
の
発
火

や
爆
発
の
可
能
性
が
あ
る
。

全
国
で
同
様
の
火
災
が
多

発
、
鎮
火
ま
で
20
時
間
以
上

か
か
る
、消
防
署
員
が
火
傷

を
負
う
等
。ま
た
、パ
ネ
ル
の

有
害
物
質
の
流
出
等
、住
民

の
不
安
は
大
。危
険
性
を
鑑

み
、対
応
策
を
講
じ
る
こ
と

を
求
め
る
。　

　

①
今
回
の
事
態
に
つ
い
て

の
見
解
は
②
被
災
発
電
設
備

の
事
後
処
理
等
近
隣
住
民
へ

説
明
は
③
「
太
陽
光
発
電
設

備
の
適
切
な
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
」は
、発
電
量

か
ら
当
該
施
設
は
対
象
外
と

な
る
が
、町
は
住
民
の
生
命
・

財
産
を
守
る
立
場
か
ら
、今

後
の
事
故
防
止
、発
生
時
の

管
理
者
へ
の
適
切
な
連
絡
が

で
き
る
よ
う
条
例
改
定
し
対

応
を
望
む
。

　

①
野
焼
き
は
禁
止
行
為
、

広
報
等
で
徹
底
す
る
。②
民

間
設
置
の
施
設
ゆ
え
、町
は

答
弁
す
る
立
場
で
は
な
い
。

③
現
条
例
で
把
握
さ
れ
る
と

判
断
し
、条
例
改
正
は
し
な

い
。

太陽光発電設備の
　　　　　火災について

　

社
会
教
育
事
業
、
学
校
教

育
事
業
、
社
会
福
祉
事
業
な

ど
の
向
上
を
目
的
と
し
て
町

民
団
体
の
皆
様
に
町
有
バ
ス

の
使
用
を
許
可
す
る
市
町
村

も
あ
り
ま
す
。
時
代
の
変
化

に
対
応
し
、
平
群
町
町
有
バ

ス
使
用
規
程
も
発
展
し
て
い

く
こ
と
も
必
要
と
考
え
ま

す
。
見
解
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　

町
有
バ
ス
の
使
用
に
つ
い

て
は
、「
平
群
町
町
有
バ
ス
使

用
規
程
」
に
基
づ
き
、
各
課
、

教
育
委
員
会
、
議
会
な
ど
の

機
関
が
使
用
す
る
場
合
や
町

主
催
又
は
、
町
が
外
部
団
体

に
委
託
す
る
事
業
で
公
務
に

準
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

の
ほ
か
、
公
共
的
団
体
等
に

使
用
許
可
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

校
外
学
習
、
社
会
見
学
や

婦
人
会
、
町
子
連
な
ど
の
社

会
教
育
団
体
、
社
会
福
祉
協

議
会
や
長
寿
会
連
合
会
な

ど
、
様
々
な
団
体
の
利
用
が

あ
り
ま
す
。
５
年
度
実
績
と

し
て
は
、
教
育
委
員
会
と
し

て
の
使
用
は
37
回
、
社
会
福

祉
協
議
会
等
で
31
回
、
そ
れ

以
外
の
各
担
当
課
等
で
11

回
、
合
計
79
回
利
用
さ
れ
て

い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。　

　

町
有
バ
ス
の
使
用
の
拡
大

は
、
公
平
性
や
公
共
性
の
観

点
や
財
政
的
な
負
担
が
増
加

す
る
点
か
ら
、
難
し
い
状
況

で
は
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
持
続

可
能
な
運
行
維
持
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
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森田　勝

長良　俊一

　

文
化
セ
ン
タ
ー
は
、開
館

後
４
年
が
経
過
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ぎ
わ
い
や

活
気
に
あ
ふ
れ
、幅
広
い
住

民
の
方
々
に
親
し
ま
れ
る
施

設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

又
、外
部
庭
園
は
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
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方
々
に
よ
る
バ
ラ
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等
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植
樹
、手
入
れ
も

行
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頂
き
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ん
ぐ
り
広
場

で
は
、住
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主
導
に
よ
る
マ
ル

シ
ェ
等
、色
々
な
催
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も
行
わ

れ
て
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ま
す
。

　

く
ま
が
し
ホ
ー
ル・
ど
ん
ぐ
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広
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、４
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か
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、祝
祭

日
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休
館
日
も
１
０
０
名
以

文
化
セ
ン
タ
ー
の
利
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取
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。
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〜
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12
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４
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単
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２
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し
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②
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①
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。
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踏
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ぐ
に
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。
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０
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さ
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築
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西
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を
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。
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を
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が
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要
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の
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が
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の
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内
に
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防
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を
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し
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日
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で
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後
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し
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不
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事
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た
。
今

後
、発
電
設
備
か
ら
の
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や
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発
の
可
能
性
が
あ
る
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全
国
で
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の
火
災
が
多

発
、
鎮
火
ま
で
20
時
間
以
上

か
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る
、消
防
署
員
が
火
傷

を
負
う
等
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た
、パ
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ル
の

有
害
物
質
の
流
出
等
、住
民

の
不
安
は
大
。危
険
性
を
鑑

み
、対
応
策
を
講
じ
る
こ
と

を
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め
る
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①
今
回
の
事
態
に
つ
い
て

の
見
解
は
②
被
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発
電
設
備

の
事
後
処
理
等
近
隣
住
民
へ

説
明
は
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「
太
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電
設
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の
適
切
な
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
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」は
、発
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量

か
ら
当
該
施
設
は
対
象
外
と

な
る
が
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は
住
民
の
生
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・

財
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を
守
る
立
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、今

後
の
事
故
防
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、発
生
時
の

管
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な
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で
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る
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条
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改
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し
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を
望
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①
野
焼
き
は
禁
止
行
為
、

広
報
等
で
徹
底
す
る
。②
民

間
設
置
の
施
設
ゆ
え
、町
は

答
弁
す
る
立
場
で
は
な
い
。

③
現
条
例
で
把
握
さ
れ
る
と

判
断
し
、条
例
改
正
は
し
な

い
。
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の
皆
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に
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有
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の
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る
市
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程
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と
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ま
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に
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の
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る
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や
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部
団
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に
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託
す
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事
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で
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に
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る
と
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場
合

の
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、
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共
的
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等
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使
用
許
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て
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す
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教
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団
体
、
社
会
福
祉
協

議
会
や
長
寿
会
連
合
会
な

ど
、
様
々
な
団
体
の
利
用
が

あ
り
ま
す
。
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年
度
実
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と

し
て
は
、
教
育
委
員
会
と
し

て
の
使
用
は
37
回
、
社
会
福

祉
協
議
会
等
で
31
回
、
そ
れ

以
外
の
各
担
当
課
等
で
11

回
、
合
計
79
回
利
用
さ
れ
て

い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。　

　

町
有
バ
ス
の
使
用
の
拡
大

は
、
公
平
性
や
公
共
性
の
観

点
や
財
政
的
な
負
担
が
増
加

す
る
点
か
ら
、
難
し
い
状
況

で
は
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
持
続

可
能
な
運
行
維
持
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
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岩﨑　真滋須藤　啓二

関　順子

　

本
町
の
住
宅
街
で
は
、夜

間
の
路
上
駐
車
が
増
加
す
る

場
所
が
数
か
所
存
在
し
て
い

ま
す
。も
し
、火
災
な
ど
の
緊

急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
、

迷
惑
駐
車
が
原
因
で
消
火
活

動
が
遅
れ
、救
え
る
は
ず
の

命
が
救
え
な
か
っ
た
と
い
う

痛
ま
し
い
事
故
が
起
き
な
い

よ
う
に
、迷
惑
駐
車
を
し
な

い・
さ
せ
な
い
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

①
迷
惑
駐
車
の
状
況
把
握

質
問

手
段
と
し
て
、ご
み
収
集
職

員
に
情
報
提
供
の
協
力
を
。

　

②
早
朝
・
夜
間
の
状
況
を
確

認
し
、警
察
と
連
携
を
。

　

③
車
庫
届
出
の
不
要
な
軽

自
動
車
で
も
、迷
惑
駐
車
と

認
め
ら
れ
た
場
合
は
違
反
に

な
る
こ
と
を
、回
覧
や
広
報

誌
で
周
知
す
べ
き
で
は
？

　

①
ご
み
収
集
に
支
障
が
あ

る
場
合
に
は
、こ
れ
ま
で
も
清

掃
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
相
談
が

あ
り
対
応
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、日
中
業
務
の
中
で

の
町
職
員
か
ら
の
情
報
提
供

は
有
効
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　

②
夜
間
に
職
員
が
出
向
い

て
確
認
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
り
ま
す
の
で
、監
視
カ
メ
ラ

の
設
置
等
に
よ
り
状
況
を
把

握
し
て
警
察
と
も
連
携
し
、

適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
ま
す
。

　

③
自
治
会
・
大
字
の
ご
協
力

を
得
な
が
ら
、様
々
な
方
法

で
周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。

答
弁

　

気
象
庁
は
、今
夏
は
観
測

史
上
１
位
の
暑
さ
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
と
伝
え
て
お
り

本
町
に
お
け
る
熱
中
症
対
策

は
重
要
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
。

　

熱
中
症
か
ら
町
民
の
大
切

な
命
を
守
る
取
り
組
み
は
。

　

①
熱
中
症
予
防
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
つ
い
て
の
周
知
は
。

　

②
昨
年
環
境
省
が
法
改
正

さ
れ
た
事
で
熱
中
症
特
別
警

戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
令
さ
れ
た

時
町
長
が
公
共
施
設
、民
間

施
設
を
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
と
し
て
指
定
出
来
る
よ

質
問 平

群
町
の

　

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

う
に
な
り
ま
し
た
が
本
町
の

取
り
組
み
は
。

　

③
民
間
団
体
等
を
熱
中
症

対
策
普
及
団
体
と
し
て
指
定

す
る
事
へ
の
お
考
え
は
。

　

④
小
中
学
校
、こ
ど
も
園

に
お
い
て
ア
ラ
ー
ト
が
発
令

さ
れ
た
時
の
対
応
は
。

　

①
予
防
知
識
を
普
及
す
る

た
め
広
報
に
て
運
動
習
慣
や

水
分
摂
取
な
ど
具
体
的
に
記

事
に
掲
載
し
周
知
を
し
ま

す
。

　

②
６
月
１
日
〜
公
共
施
設

を
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

と
し
て
指
定
し
て
お
り
民
間

施
設
も
指
定
出
来
る
よ
う
協

力
を
も
と
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

③
高
齢
者
宅
へ
訪
問
を
行

う
様
な
居
宅
系
事
業
所
へ
協

力
を
も
と
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

④
小
中
学
校
及
び
１
号
認

定
の
園
児
の
対
応
と
し
て
安

全
確
保
等
に
適
切
に
対
応
を

し
て
、２
・
３
号
認
定
の
子
ど

も
は
安
全
な
場
所
を
確
保
し

通
常
保
育
と
し
ま
す
。

　

①
町
は
工
事
の
再
許
可
に

際
し
て
、椿
台
上
の
目
玉
池

付
近
の
流
過
能
力
を
１
秒
間

に
１
・
３
㎥
程
度
で
業
者
に

O
K
し
た
。奈
良
県
は「
開
発

前
以
下
」
と
し
て
４
・
２
㎥
で

許
可
し
て
い
る
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
必
ず
洪
水

が
発
生
す
る
。下
流
河
川
の

安
全
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す

る
の
か
。
ど
の
よ
う
に
対
策

を
行
う
の
か
下
流
住
民
に
説

明
会
を
行
う
べ
き
だ
。

　

②
現
状
で
、工
事
は
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　

町
は
事
前
の
業
者
と
の
協

議
で
危
険
な
内
容
で
許
可
し

た
責
任
が
あ
る
。住
民
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
避
難
計

画
な
ど
住
民
側
と
話
し
合

い
、緊
急
避
難
な
ど
の
対
応

を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

③
旧
農
園
天
国
下
の
谷

に
、普
段
で
も
1
日
に
千
㌧

程
度
の
工
事
排
水
が
流
さ
れ

て
い
る
。1
年
以
上
前
か
ら

対
策
を
求
め
て
い
る
が
実
施

さ
れ
て
い
な
い
。

　

①
水
路
の
流
下
能
力
の
不

足
は
認
識
し
て
い
る
。今
後
、

検
討
し
た
い
。

　

②
1
地
区
だ
け
特
別
な
対

応
は
で
き
な
い
の
で
、個
別
対

応
は
で
き
な
い
。

　

③
業
者
と
協
議
し
て
い

る
。で
き
る
だ
け
早
く
工
事

を
実
施
す
る
よ
う
に
し
た

い
。

椿台水路の安全性について

質
問

答
弁

　

災
害
、
断
水
に
と
も
な
う

水
不
足
を
支
援
し
安
心
・
安

全
な
水
を
届
け
る
た
め
に
、

給
水
車
の
導
入
を
進
め
て
い

る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。
避

難
所
等
を
拠
点
と
し
て
家
庭

用
飲
料
水
の
応
急
給
水
を
行

い
ま
す
。
加
圧
式
ポ
ン
プ
が

搭
載
さ
れ
て
い
れ
ば
、
病
院

や
福
祉
施
設
な
ど
の
高
所
に

設
置
さ
れ
て
い
る
受
水
槽
へ

の
応
急
給
水
も
可
能
と
な
り

ま
す
。

　

給
水
車
の
導
入
や
給
水
タ

ン
ク
の
活
用
に
つ
い
て
、
町

の
お
考
え
は
。

　

現
在
、
平
群
町
で
は
、
容

量
１
㎥
の
給
水
タ
ン
ク
２
台

と
積
載
用
２
ｔ
ダ
ン
プ
１
台

の
み
所
有
を
し
て
お
り
ま
す
。

只
、
奈
良
県
広
域
水
道
企
業

団
に
統
合
予
定
の
関
係
団
体

全
体
で
は
、給
水
車
１５
台
（
う

ち
加
圧
式
ポ
ン
プ
付
き
給
水

車
１５
台
）
を
所
有
し
て
お
り
、

統
合
後
は
関
係
団
体
が
所
有

し
て
い
る
給
水
車
は
、
全
て

企
業
団
の
所
有
と
な
る
こ
と

か
ら
、
有
事
に
お
け
る
平
群

町
を
含
む
地
域
で
の
応
急
給

水
や
、
他
市
町
村
に
対
す
る

応
援
対
応
の
場
合
に
つ
い
て

も
、
企
業
団
で
必
要
な
設
備

供
給
が
可
能
に
な
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
防
災
訓
練

や
イ
ベ
ン
ト
等
の
様
々
な
活

用
に
つ
い
て
も
、
企
業
団
で

対
応
が
可
能
に
な
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

給水タンクについて

質
問

答
弁

答
弁

迷
惑
駐
車
の
な
い
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本
町
の
住
宅
街
で
は
、夜

間
の
路
上
駐
車
が
増
加
す
る

場
所
が
数
か
所
存
在
し
て
い

ま
す
。も
し
、火
災
な
ど
の
緊

急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
、

迷
惑
駐
車
が
原
因
で
消
火
活

動
が
遅
れ
、救
え
る
は
ず
の

命
が
救
え
な
か
っ
た
と
い
う

痛
ま
し
い
事
故
が
起
き
な
い

よ
う
に
、迷
惑
駐
車
を
し
な

い・
さ
せ
な
い
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

①
迷
惑
駐
車
の
状
況
把
握

質
問

手
段
と
し
て
、ご
み
収
集
職

員
に
情
報
提
供
の
協
力
を
。

　

②
早
朝
・
夜
間
の
状
況
を
確

認
し
、警
察
と
連
携
を
。

　

③
車
庫
届
出
の
不
要
な
軽

自
動
車
で
も
、迷
惑
駐
車
と

認
め
ら
れ
た
場
合
は
違
反
に

な
る
こ
と
を
、回
覧
や
広
報

誌
で
周
知
す
べ
き
で
は
？

　

①
ご
み
収
集
に
支
障
が
あ

る
場
合
に
は
、こ
れ
ま
で
も
清

掃
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
相
談
が

あ
り
対
応
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、日
中
業
務
の
中
で

の
町
職
員
か
ら
の
情
報
提
供

は
有
効
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　

②
夜
間
に
職
員
が
出
向
い

て
確
認
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
り
ま
す
の
で
、監
視
カ
メ
ラ

の
設
置
等
に
よ
り
状
況
を
把

握
し
て
警
察
と
も
連
携
し
、

適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
ま
す
。

　

③
自
治
会
・
大
字
の
ご
協
力

を
得
な
が
ら
、様
々
な
方
法

で
周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。

答
弁

　

気
象
庁
は
、今
夏
は
観
測

史
上
１
位
の
暑
さ
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
と
伝
え
て
お
り

本
町
に
お
け
る
熱
中
症
対
策

は
重
要
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
。

　

熱
中
症
か
ら
町
民
の
大
切

な
命
を
守
る
取
り
組
み
は
。

　

①
熱
中
症
予
防
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
つ
い
て
の
周
知
は
。

　

②
昨
年
環
境
省
が
法
改
正

さ
れ
た
事
で
熱
中
症
特
別
警

戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
令
さ
れ
た

時
町
長
が
公
共
施
設
、民
間

施
設
を
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
と
し
て
指
定
出
来
る
よ

質
問 平

群
町
の

　

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

う
に
な
り
ま
し
た
が
本
町
の

取
り
組
み
は
。

　

③
民
間
団
体
等
を
熱
中
症

対
策
普
及
団
体
と
し
て
指
定

す
る
事
へ
の
お
考
え
は
。

　

④
小
中
学
校
、こ
ど
も
園

に
お
い
て
ア
ラ
ー
ト
が
発
令

さ
れ
た
時
の
対
応
は
。

　

①
予
防
知
識
を
普
及
す
る

た
め
広
報
に
て
運
動
習
慣
や

水
分
摂
取
な
ど
具
体
的
に
記

事
に
掲
載
し
周
知
を
し
ま

す
。

　

②
６
月
１
日
〜
公
共
施
設

を
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

と
し
て
指
定
し
て
お
り
民
間

施
設
も
指
定
出
来
る
よ
う
協

力
を
も
と
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

③
高
齢
者
宅
へ
訪
問
を
行

う
様
な
居
宅
系
事
業
所
へ
協

力
を
も
と
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

④
小
中
学
校
及
び
１
号
認

定
の
園
児
の
対
応
と
し
て
安

全
確
保
等
に
適
切
に
対
応
を

し
て
、２
・
３
号
認
定
の
子
ど

も
は
安
全
な
場
所
を
確
保
し

通
常
保
育
と
し
ま
す
。

　

①
町
は
工
事
の
再
許
可
に

際
し
て
、椿
台
上
の
目
玉
池

付
近
の
流
過
能
力
を
１
秒
間

に
１
・
３
㎥
程
度
で
業
者
に

O
K
し
た
。奈
良
県
は「
開
発

前
以
下
」
と
し
て
４
・
２
㎥
で

許
可
し
て
い
る
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
必
ず
洪
水

が
発
生
す
る
。下
流
河
川
の

安
全
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す

る
の
か
。
ど
の
よ
う
に
対
策

を
行
う
の
か
下
流
住
民
に
説

明
会
を
行
う
べ
き
だ
。

　

②
現
状
で
、工
事
は
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　

町
は
事
前
の
業
者
と
の
協

議
で
危
険
な
内
容
で
許
可
し

た
責
任
が
あ
る
。住
民
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
避
難
計

画
な
ど
住
民
側
と
話
し
合

い
、緊
急
避
難
な
ど
の
対
応

を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

③
旧
農
園
天
国
下
の
谷

に
、普
段
で
も
1
日
に
千
㌧

程
度
の
工
事
排
水
が
流
さ
れ

て
い
る
。1
年
以
上
前
か
ら

対
策
を
求
め
て
い
る
が
実
施

さ
れ
て
い
な
い
。

　

①
水
路
の
流
下
能
力
の
不

足
は
認
識
し
て
い
る
。今
後
、

検
討
し
た
い
。

　

②
1
地
区
だ
け
特
別
な
対

応
は
で
き
な
い
の
で
、個
別
対

応
は
で
き
な
い
。

　

③
業
者
と
協
議
し
て
い

る
。で
き
る
だ
け
早
く
工
事

を
実
施
す
る
よ
う
に
し
た

い
。

椿台水路の安全性について

質
問

答
弁

　

災
害
、
断
水
に
と
も
な
う

水
不
足
を
支
援
し
安
心
・
安

全
な
水
を
届
け
る
た
め
に
、

給
水
車
の
導
入
を
進
め
て
い

る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。
避

難
所
等
を
拠
点
と
し
て
家
庭

用
飲
料
水
の
応
急
給
水
を
行

い
ま
す
。
加
圧
式
ポ
ン
プ
が

搭
載
さ
れ
て
い
れ
ば
、
病
院

や
福
祉
施
設
な
ど
の
高
所
に

設
置
さ
れ
て
い
る
受
水
槽
へ

の
応
急
給
水
も
可
能
と
な
り

ま
す
。

　

給
水
車
の
導
入
や
給
水
タ

ン
ク
の
活
用
に
つ
い
て
、
町

の
お
考
え
は
。

　

現
在
、
平
群
町
で
は
、
容

量
１
㎥
の
給
水
タ
ン
ク
２
台

と
積
載
用
２
ｔ
ダ
ン
プ
１
台

の
み
所
有
を
し
て
お
り
ま
す
。

只
、
奈
良
県
広
域
水
道
企
業

団
に
統
合
予
定
の
関
係
団
体

全
体
で
は
、給
水
車
１５
台
（
う

ち
加
圧
式
ポ
ン
プ
付
き
給
水

車
１５
台
）
を
所
有
し
て
お
り
、

統
合
後
は
関
係
団
体
が
所
有

し
て
い
る
給
水
車
は
、
全
て

企
業
団
の
所
有
と
な
る
こ
と

か
ら
、
有
事
に
お
け
る
平
群

町
を
含
む
地
域
で
の
応
急
給

水
や
、
他
市
町
村
に
対
す
る

応
援
対
応
の
場
合
に
つ
い
て

も
、
企
業
団
で
必
要
な
設
備

供
給
が
可
能
に
な
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
防
災
訓
練

や
イ
ベ
ン
ト
等
の
様
々
な
活

用
に
つ
い
て
も
、
企
業
団
で

対
応
が
可
能
に
な
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

給水タンクについて

質
問

答
弁

答
弁

迷
惑
駐
車
の
な
い
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大
阪
・
関
西
万
博
の
開
催

ま
で
1
年
を
切
り
ま
し
た
。

　

あ
の
「
月
の
石
」
か
ら
約
半

世
紀
、
月
で
持
続
的
活
動
を

目
指
す
「
ア
ル
テ
ミ
ス
計
画
」

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
月

面
探
査
か
ら
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス

へ
発
展
し
た
状
況
は
、前
回
の

テ
ー
マ
「
人
類
の
進
歩
と
調

和
」
に
沿
っ
た
も
の
な
の
で

し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
、

主
に
令
和
6
年
度
平
群
町
一

般
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）

に
つ
い
て
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

定
額
減
税
や
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
定
期
予
防
接
種
、

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の

防
除
対
策
事
業
、
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
監
視
カ

メ
ラ
の
修
繕
料
等
で
約
3
億

5
千
万
円
を
追
加
し
ま
す
。

　

宇
宙
計
画
予
算
は
さ
て
お

き
、
私
た
ち
は
こ
れ
ら
の
予

算
が
町
民
の
皆
さ
ま
の
生
活

に
沿
っ
た
も
の
か
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
ま
す
。

山
本　

記

町 の 話 題

6月
定
例
会

　クビアカツヤカミキリ（体長２～4㎝位の黒
色、つやがあり、クビ付近が赤色の特定外来生
物に指定されている昆虫）はサクラ、モモ、ウメ
などバラ科の樹皮の隙間に産卵（1匹の雌が1
本の木に数百個）し、幼虫が樹内部を食害して
枯死に至らせる昆虫です｡（風や雨で倒木の恐
れも大）。被害が全国的に拡がり、奈良県でも
2019年に初確認、以後年々急増。平群では町
道街路樹、河川沿い桜並木、学校・園や町施設
などの被害木は１６０本を超え、深刻です。
　町は今年６月から被害拡大防止対策を本格的
に開始し、７月からは国の特定外来生物防除対
策事業国庫補助金を活用し実施する計画です。
　被害木には「クビアカツヤカミキリ駆除中」
と記されたカードや木札がついていたり、リボ
ンが巻かれていたりしています。幼虫が幹内部
を食い荒らしている証は「フラス」といわれる
茶色の木くず状の物（幼虫の糞と木くずが混
じった物）が木の根元や枝に出ています。
　幼虫は２～３年で羽化、脱出、次の木へと産
卵の旅に出ます。その時期が夏期（５月末～９
月）で、今なんです。

美 し い 桜 を 守 り た い
　担当する住民生活課の井上主幹は「ペットボ
トル（捕殺した虫を入れる）を持って捕殺に回っ
ていると『何しているんですか？』と声かけも多
く、その時は必ず説明し、見つけたら捕殺して
下さいとお願いしています。随分クビアカツヤ
カミキリの認知度が高まり、子ども達も平群小
学校の桜で捕獲してくれたり、下校中の中学生
が見つけてくれたり、中央公園や河川桜並木の
近所の方が役場に連絡くださったりと、多くの
人の目と手をお借りして駆除を進めています。
なんとか桜を守りたいと思っています。６月１
か月の成虫捕殺数は２８３匹になっています」
と熱く語ってくれました。
　天敵もない、成虫の大量退治が困難な昆虫
で、樹内の幼虫退治が最も効果があります。こ
れには樹内にドリルで穴を開けてアンプル状の
薬（高価）を注入しますが、予算に限界があり、
町では樹木医さんの意見を聞いて、注入薬を処
方する木、伐採する木、成虫駆除に効果のある
散布薬のみで様子を見る木に分類し、対応して
いく予定です。 　　　　　　　　　稲月　記

駆
除
の
様
子

木
に
と
ま
る

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ

総合スポーツセンター体育館にて


